何から始める？「カリキュラム・マネジメント」（高等学校編）　【アレンジして全校種使用可】
学校名　　　　　　　　　　　高等学校　
　本シートは、所属校のカリキュラム・マネジメントに係る取組状況について、現状と課題を整理し、改善の手掛かりを得るために使用します。
Ⅰ　自身や学校の「これまで」を見る【現実編】

　　次の表では、カリキュラム・マネジメントを推進する上で意識されるとよいポイントをＡ～Ｅの５つの要素に分けて整理しています。
あなた自身及びあなたの所属校の先生方の実態をチェックしてください。
	要素
	
項目
	個人
	所属校全体

	
	
	１　あてはまらない
	２　どちらかといえば
あてはまらない
	３　どちらかといえば
あてはまる
	４　あてはまる
	１　あてはまらない
	２　どちらかといえば
あてはまらない
	３　どちらかといえば
あてはまる
	４　あてはまる
	０　よく分からない

	Ａ
新学習指導要領の理念
	①次のそれぞれについて、理解している。

	
	
	ア　社会の変化と求められる学び
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	イ　育成を目指す資質・能力の三つの柱
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	ウ　「主体的・対話的で深い学び」実現のための授業改善
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	エ　カリキュラム・マネジメントの三つの側面
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	Ｂ
目指す学校像と資質・能力の育成
	②目指す学校像…

	
	
	ア　…が念頭にある。
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	イ　…に照らして、生徒の実態や課題を把握している。
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	ウ　…に基づき、自校の生徒に育成すべき資質・能力が明確になっている。
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	エ　…に照らして、教科・学年・分掌を超えて、自校の生徒に育成すべき資質・能力を共有し、全教職員で生徒を育てていくことを意識している。
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	Ｃ
授業計画
・実践

	授業研究
	③授業を構想または実施するにあたり、

	
	
	
	ア　単元計画（及び年間指導計画）に基づき、「何ができるようになるか」が明確になっている。
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	イ　「学びのデザインシート」を活用するなどして、授業設計診断の４項目を意識している。
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	ウ　目指す学校像を意識している。
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	エ　各教科等の指導目標や内容の相互関連を意識している。
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	オ　既習事項や、中学校段階、もしくは次の学年で学ぶ内容との関連（系統性）を意識している。
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	④評定につながる総括的評価だけでなく、生徒の学習の実現状況を把握するための形成的評価を重視し、授業改善に役立てている。（観点別の記録を残している。）
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	⑤生徒の学習の実現状況を把握するために評価材料（ワークシートなど）を工夫したり、「授業実践振り返りシート」を活用したりなどして、学びの深まりを可視化している。
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	Ｄ
授業分析
	
	⑥担当教科の他の教員の授業、または他教科の授業を参観する機会がある。
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	⑦担当教科の他の教員、または他教科の教員から、自身の授業について助言を受ける機会がある。
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	⑧授業実践前に、複数の教員で授業設計を練り合う機会がある。
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	⑨授業実践後に、複数の教員で生徒の学びの深まりを分析する機会がある。
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	⑩授業実践後に、複数の教員で授業設計の振り返りを行う機会がある。
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	⑪⑧～⑩を、全教員で行う機会がある。
	
	
	
	
	
	

	Ｅ
学校評価・改善
	⑫自校の目指す学校像に基づく重点目標に対する取組評価には、管理職や分掌の長であるかどうかに関わらず、自身も主体的に参画している。
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	⑬自校の目指す学校像に基づく重点目標に対する取組評価から分かった成果と課題を、日々の教育活動に生かしている。
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	⑭自校の目指す学校像に基づく重点目標に対する取組評価から分かった成果と課題を、次年度の重点目標に反映させている。
	
	
	
	
	
	


Ⅱ　実践に向けて「これから」を見通す【展望編】

	「目指す学校像」（学校教育目標）


次の表では、カリキュラム・マネジメントの推進に向けて実現しているとよい取組を、Ａ～Ｃの３つの要素に分けて整理しています。各項目の順序性は緩やかなものです。所属校の実情や生徒の実態に応じて必要な取組を、往還しながららせんを描くように繰り返して実施することが、ＰＤＣＡサイクルを回していくことにつながります。色の付いた項目は、土台として特に重要です。
あなたの学校の実現状況に応じて、必要度をチェックしてください。
	要素
	項目
	必要度

	
	
	取り組むことは不可能
	取り組みたいが難しい
	できれば取り組みたい
	ぜひ取り組みたい
	既に取り組んでいる
	よく分からない

	
	
	内容
	方法の具体例等
	
	
	
	
	
	

	Ａ　
育成すべき資質・能力の明確化・共有化
	ア
	○○高校の生徒に必要な学びを明確にする。
	目指す学校像に基づき、自校の生徒に育成すべき資質・能力を全教員で共通理解する。
	・ＳＷＯＴ分析　※注１
・思考ツールの活用
	
	
	
	
	
	

	
	イ
	○○高校の生徒に必要な学び実現のための周辺体制を整備する。
	アのために、教育内容と、教育活動に必要な人的・物的資源を、地域等の外部の資源も活用しながら効果的に組み合わせる。
	・外部の人的・物的資源の活用
	
	
	
	
	
	

	
	ウ
	○○高校の生徒に必要な学びを俯瞰する。
	ア及びイを踏まえて、学校経営の全体像を視覚化する。
	・グランドデザイン作成
	
	
	
	
	
	

	
	エ
	○○高校の生徒に必要な学びを検証する。
	ア及びイについて、前年度の成果と課題及びその改善策について分析する機会を設定する。
	・ＣＡから次のＰＤへ

（ＰＤＣＡサイクル）

・グランドデザイン改訂
	
	
	
	
	
	

	Ｂ
全教員参加による授業研究（計画・実践・分析）
	ア
	学びのデザインシートに基づいた授業構想
	すべての教科で、授業設計診断の４項目を共通言語とした授業改善を進める。
	
	
	
	
	
	
	

	
	イ
	教科の枠を超えた校内授業検討会①
	１教科または複数教科の授業について、授業者が作成した「学びのデザインシート」に基づき、実践前検討会を実施する。
	
	
	
	
	
	
	

	
	ウ
	教科の枠を超えた校内授業検討会②
	事前に実施した１教科または複数教科の授業について、「学びのデザインシート」「授業実践振り返りシート」を活用しながら、生徒の学びの深まりを分析するための事後検討会を実施する。
	・ｽﾄｯﾌﾟﾓｰｼｮﾝ方式
・発話記録分析
・学習過程可視化

・授業前後理解比較
	定期訪問の活用
	
	
	
	
	
	

	
	エ
	教科の枠を超えた校内授業検討会③
	１教科または複数教科の授業を全教員が参観し、「学びのデザインシート」「授業実践振り返りシート」を活用しながら、生徒の学びの深まりを分析するための事後検討会を実施する。
	・全員が授業参観できる体制づくりが必要
	
	
	
	
	
	
	

	Ｃ
資質・能力育成に向けた教科横断
	ア
	担当教科で育成できる資質・能力①
	目指す学校像に照らして、自校の生徒に育成すべき資質・能力を教科横断的な視点から検証する。
	・「カリキュラム・マネジメント」ワークシート（総合教育センター）を使用
・授業録画（総合的な学習の時間など）を視聴
	
	
	
	
	
	

	
	イ
	担当教科で育成できる資質・能力②
	アを踏まえて、各教科の指導についての成果と課題を整理し、具体的な見通しを持つ機会を設ける。
	・ＫＪ法、ブレインストーミング等の手法を活用
	
	
	
	
	
	

	
	ウ
	担当教科で育成できる資質・能力③
	アを踏まえて、年間指導計画の改善を図るために、全ての教科の単元配列を把握する。
	・学年別の全教科単元配列表作成
	
	
	
	
	
	

	
	エ
	担当教科で育成できる資質・能力④
	ア～ウと並行して、「生徒にどのような力が付いたのか」という学習の成果を分析的にとらえる学習評価の在り方を共通理解する。
	・評価規準や評価方法、時期などの見直し
・ルーブリック作成
	
	
	
	
	
	


※注１　ＳＷＯＴ分析　…　組織を「強み(Strength)」「弱み(Weakness)」「機会(Opportunity)」「脅威(Threat)」の４つの軸から評価する手法のこと。
Ⅲ　 Ⅰ・Ⅱを踏まえて、次の視点から振り返る
　１　全教員が同じ目標を共有し、協働する環境を作っていくために、あなたの学校で課題になっていることはどのようなことですか？
　２　あなたなら、「主体的・対話的で深い学び」の実現と「カリキュラム・マネジメント」の関係を、どのように説明しますか？
３　あなたなら、カリキュラム・マネジメントのよさをどのように考え、あなたの学校の先生方にどのように伝えますか？
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